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看護職者の継続教育は、生涯、学習していこうとする自己研鑽や自己教育



















































の要素4)を 参考に、研究者が独 自で作成 した。「非常にそう思 う」「まあまあ
そう思 う」「あまりそ う思わない」「全 くそう思わない」の4段 階の評価 と
する。
学習に対する自己効力の質問紙(10項 目)は バ ンデューラの自己効力5)
の概念を参考に学習行動に対 しての自信感を研究者が独 自で作成 した。信頼
度係数(Cronbach冒sα ニ0.910)で 内容妥当性は検証されている。構成概念
妥当性 として、自己教育力と比較すると、強い相関が見 られ妥当性 も検証さ
れた。「非常にそう思 う」「まあまあそう思う」厂あまりそ う思わない」「全 く
そう思わない」の4段 階の評価とする。
自己教育力の質問紙は梶田6)が開発した、自己教育力の質問紙を採用した。
自己教育力の4側 面のうち 「成長・発展への思考」「自己の対象化 と統制」「自
信 ・プライ ド・安定感」の3側 面から作成されている。自立的に学習され
る能力を測定するものであ り、信頼性 ・妥当性はすでに検討 されている。30




統 計 ソ フ トはspss10.OJforWindow冒sを 用 い た。
成 人 学 習 の 視 点 、 自己 効 力 は 厂非 常 にそ う思 う」 ～ 「全 く思 わ な い」 をそ
れ ぞ れ4～1点 と し た。 自己 教 育 力 は 「は い」 を1点 厂い い え」 を0点 と数
量 化 し、 相 関 係 数 、t検 定 、Mann-WhitneyU検 定 等 を行 った 。
4結 果
1)対 象 につ い て
対 象 者 の有 効 回答 者 は、 年 齢 、 性 別 が記 載 され て い る者 と し、 測 定 用 具 毎
に 欠 損 者 を 除外 した。 有 効 回答 者 は、T病 院396人(92.5%)S病 院241人
(95.3%)、 計637人(93.7%)で あ る。 平 均 年 齢 は、T病 院32.40(SD9.29)
歳 、S病 院36.10(SD9.04)歳 、 経 験 年 数 は、T病 院9.87(SD&38)年 、S
病 院14.41(SD8.94)年 で あ り、 二 つ の 集 団 に は 、 年 齢 と経 験 年 数 に 有 意 差








項目 内 訳 人数 (%) 項目 内 訳 人数 (%)
20～24歳 loi 15.9 5年未満 151 23.7





















50～54歳 35 5.5 30年 以上 20 3.1














職位 副婦長 39 6.1
婦 長 36 5.7
無回答 9 1.4
年齢は25～29歳 が一番多 く、その次が30～34歳 であり、25歳 以上40歳
未満が全体の6割 を占めていた。臨床経験年数は、5～9年 が一番多 く、次
に5年 未満であ り、また、10年 以上の経験があるものが約半数いた。職種
は管理者が全体の15.1%を 占めた。役割数の範囲は0～15ま であ り、平均
役割数は1.64(SD1.48)で あった。
従って、本研究の対象者は、中堅層といわれる25歳 ～40歳 未満の看護職




まりそう思わない」「全 く思わない」の4段 階毎の人数を図1に 示 した。「大
変そう思う」「まあそう思 う」と答えた人は、「意義を感じている」(98.9%)、
「仕事に活用」(98.1%)「 仲間との協力」、(98.0%)「 振 り返 りの重要性を知っ
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て い る」(96.9%)、 「今 後 の 課 題 を持 つ 」(91.7%)「 仲 間 同士 の評 価 」(87 .9%)、
「内 容 の 自己 決 定 」(91.7%)「 関 心 事 か ら の 内 容 決 定」(82.9%)の 項 目が
80%を 越 えて い た 。「成 果 の評 価 」(52.1%)、 「時 期 ・期 間の 自己 決 定 」(57.3%)、
「計 画 段 階 か らの 参加 」(43.9%)の 項 目は他 の項 目に比 べ て少 な か った 。 こ
の 看 護 職 者 は 成 人 学 習 の視 点 が あ る集 団 とい う こ とが で き る。
図1成 人学習の視点の分布
3)年 齢、経験年数、役割数 と 「成人学習の視点」の関連
年齢、経験年数、役割数と 「成人学習の視点」について関連をみた(表2)。
年齢、経験年数は、学習に対 して 「興味がある」、「成果の評価」、「時期 ・期
間の自己決定」、「計画段階か らの参加」、「学習内容の自己決定」、について有











成人学習の視点 年 齢 経験年数
興味がある .154*** .125**
意義 を感 じてい る
満足感がある
自分の課題 を持 ってい る



















年齢、経験年数、役割数と自己効力、自己教育力の3側 面である 「成長 ・
発展への志向」「自己の対象化 と統制」「自信 ・プライ ド・安定性」の関連を
見た(表4)。
年齢、経験年数 と 「自己の対象化 と統制」にやや強い相関(p<0.01)が 見










成人学習の視点 n 平均点 SD n 平均点 SD 検定
興味がある 131 1.32 1.06 377 1.75 1.58 **
意義 を感 じてい る 4 1.50 0.58 505 1.64 1.48
満足感がある 182 1.37 1.05 323 1.80 1.66 **
自分 の課題 を持 ってい る 144 1,36 1.12 363 1.75 1.59 **
振 り返 りの重要 性を知 っている 13 1.00 0.71 496 1.66 1.49
考えに自信 104 1.30 1.12 404 1.73 1.55 **
自分の考え方が役立つ 123 1.39 1.08 384 1.72 1.58 *
仲間との協力 8 2.00 1.60 500 1.63 1.48
仕事に活用 3 0.67 0.58 502 1.65 1.48
成果の評価 251 1.39 114 256 1.89 1.71 ***
仲間同士の評価 57 1.35 1.03 448 1.67 1.53 *
今後の課題を持つ 42 1ユ4 0.90 465 1.69 1.51 *
時期 ・期間の 自己決 定 220 1.35 1.08 288 1.86 1.69 ***
関心事からの内容決定 100 1.39 1.18 408 1.70 1.54 *
計画段階の参加 285 1.42 1.13 220 1.91 1.81 ***
内容の自己決定 81 1.32 1.01 426 1.70 1.55 *
***p<ac)01**p<0.01*p<0.05
表4年 齢、経験年数、役割数 と自己効力、 自己教育力の関係
年 齢 経験年数 役割数
自己効力 .091* .393***
自己教育力
成長 ・発展へ の志 向
自己の対象化と統制 .120** .107**

























自己効力 と自己教育力 との職位別検定を表6に 示す。 自己効力得点の
平均値を比べると、管理者の方が有意に高いことがわかった(p<0.001)。
自己教育力についても、成長 と発達への志向は、管理者の方が非常に高 く





成人学習の視点である16項 目のうち13項 目に 「大変そう思う」「まあそう






















興味がある なし 157 21.464.25 148 5.541.87 5.721.49 3.982.07
あ り 468 25.524.69 *** 450 6.301.62 *** 6.531.58 *** 4862.00 ***
意義を感じている なし 4 19.504.51 3 ZOOO 6.331.53 5.332.52
あり 620 24.524.89 596 6.111.72 6.321.60 4.642.05
満足感がある なし 2iß 22.344.72 204 5.831.80 5.991.62 4.252.04
あり 404 25.674.61 *** 392 6.261.66 ** 6.501.56 *** 4.842.03 **
自分の課題を持っている なし 180 21.964.06 172 5.301.76 5.871.60 4242.07
あり 442 25.524.85 *** 425 .一 一 *** 6.521.55 *** 4.802.02 **
振り返りの重要性を知る なし 16 22.006.56 13 4.312.06 5.692.01 4.382.57
あり 608 24.554.84 * 586 6.151.69 ** 6.341.58 4.652.04
考えに自信 なし 131 22.094.46 127 5.481.90 5.671.66 3.971.98
あ り 493 25.124.82 *** 472 6.281.62 *** 6.431.56 ** 4.822.03 ***
自分の考え方が役立つ なし 152 22.173.97 143 5.501.72 6.131.63 3.952.04
あ り 470 25.264.94 *** 453 6.301.67 *** 6.401.58 4.871.99 ***
仲間との協力 なし 9 21.885.46 8 5.251.98 6.001.07 5.501.31
あり 614 24.524.89 590 6.121.71 6.331.60 4.622.05
仕事に活用 なし 5 20.604.28 5 4.402.51 6.601.52 3.602.07
あり 615 24.504.90 * 590 6.131.71 6.331.60 4642.04
成果の評価 なし 295 22.203.93 279 5.781.78 6.101.63 4.382.09
あり 327 26.554.79 *** 318 6.401.61 *** 6.541.54 ** 4.871.97 **
同士間の評価 なし 67 22.484.05 62 5.691.83 6.111.65 4.872.11
あり 552 24.724.95 *** 533 6.161.70 6.361.58 4.602.03
今後の課題を持つ なし 45 21.933.92 44 5.251.94 ・11 5.092.07
あり 578 24.684.91 *** 554 ..: ** 6.351.58 4.602.04
時期 ・期間の自己決定 なし 262 22.184.00 241 ::.: 6.061.61 4.291.97
あり 358 26ユ8483 *** 354 6.271.71 ** 6.511.56 ** 4.852.05 **
関心事からの内容決定 なし 121 22.164.15 113 5.841.78 5.861.59 4.082.10
あり 500 25.054.92 *** 483 6.171.70 6.431.58 *** 4.772.01 **
計画段階の参加 なし 344 22.904.15 329 5.801.72 6.041.62 4.572.11
あり 275 26.455.05 *** 266 a481.64 *** 6.691.49 *** 4.711.93 **
内容の自己決定 なし 102 21.733.32 97 5841,66 6.021.71 4.362.02





ス タ ッフ 管理者
N=524 n=93
自己効力 23.99(4.68) 27.29(5.25) ***


























人学習は、自己学習 として学習者が自発的に学習 して他のものか ら強制され
ることなく自分の意志に基づいて行 う学習であるとしているが、この ように

















役割を任せ られて、それを遂行で きれば、その行動に対 して自信がつき、
その結果、 また自己効力が高まり、それを通 じてもっと高い目標へ と結びつ
く。そ して、その成果が回 りの人や管理者に評価 され、また、質的に高い役
































































て、技術 ・技能の訓練は行うが、その場の状況に応 じた応用が常 に必要であ
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